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桑葉の呼吸熱に就て
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北澤茂

　x．緒　　　　雷

　植物体の生理現毅の一たる呼吸作刑は植物の種類、焚生の時期、外團の影響及生活欣態等に

ょり共強慶に叢異あるは幾多の實瞼的事例の示す所である。而して此呼吸作用は呼吸熟と相關

k係を有し植物体の呼吸作用張きに從ひ「呼吸熟も亦高度を示すが故に呼吸熟の測定によりて呼

吸作用の彊度を窺知することが出來るb

　余は桑葉の冬種につき其呼吸熱を調査し桑葉生理上納得る所があるから蜘で記述することS

する。

　Ir實験材料及方法
　實験に供用せる桑温種は市2F、改良鼠返及魯桑の三種であつて之等各種の春獄用桑園中央部

に位する桑樹の夫k目的部位の桑葉を各40g宛摘葉し之を直にビアス氏の實験法に基づき．　COO

c．cの容積を有する魔法曝に牧容し更に其周囲を綿にて包み温熟の傳散を防ぎ塞暖計を附せる

キルクを以て共口を密閉し器内湘度の上昇を槍した。温度は毎時槻測を行ぴ調査した。

　　　　　　　　　　　　1
　XII．實験成綾

コ，桑温種との關係

i呼吸熟は桑昂種により差異ありや否やにつき槍した結果は次表の如くである。

　　　　　第　1表
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　既表に櫨ると市李は5時間後に於て4．3°C魯桑は5．2°改良鼠返は6時間後5．0。Cを示し明加

に3r吊種間に露異あるを観る0

2r桑葉の熟慶との關係

　魯桑及改良鼠返の2種につき黙葉は桑樹の先端より第8位未黙漿は第2位を摘葉して検した。

　　　　　　第・2表
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品種刷糊羅
　　　　、「1
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　此表に親るが如く桑葉は其熟度により顯轡なる呼吸熱の繋異を有し朱熱葉は禦＠巽より常に高

く改良鼠返の如きは其差4，3鳴を示してゐる。是未熟葉は生長黙に近く呼吸作用大なるに因る

　3，天候との關係

　天候の晴曇により桑葉の呼吸熱に差異ありや否や魯桑及改良鼠返の先端より第7－8位の桑葉

につき槍したる結果は次i炎の如くである。

　　　　　　　第3表
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　帥此表に擦ると曙天の1携含の桑葉は曇天の傷合に比し呼吸熟常1こ高度を示してゐる蓋日照の

蝿さは呼吸作用を旺盛ならしむるに因るものである。’

4．仕立法との關係

　魯桑の根刈及高刈につき槍した結果は次表の如くである。

　　　　　　　第4表

品　種　名

魯桑（根刈）1

同（高刈）l

　　　　　I

着手常初＿＿．一＿．．＿＿と．　　　昇　　　　温　　　＿慶
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　勘V根刈仕立は高刈仕立より桑葉の呼吸熟高きを知る。斯く桑葉は呼吸作用によりて温度著し

く上昇すれども後漸次下降するに至るものである。併此歌態を術縄績すれぼ二二十鍬時間後には

再び温度の上昇を槻ること次表の如くである。

　　　　　　　第5表
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」・表醸れば3時1服に畷醐度を示し後鰍下降して緻咄初綱温とな欺硝び微

弱なる堺を始め3塒闇後には1・1°C燵する。此糠葉は特殊の臭馳放つ．鼎度の膿
の上昇は磯熟ベクテリアの獲生した結果であらうと思はる。

　Iv・考　　　察

韓の畷黙瞭謳鞭の嫡・日照の強弱謀は仕立加嫡等によ旗駄蝦姓
塑ものなるは概繊纈の示噺なるが凌鱗の生理」、よ購察す繊桑，吊種幡鄭

市級改良腿より腋籍しく融こと収繍葉麟鰍り榔噛完縞刈よ塙蹴示
3と腿戒灘蹴の蹴なる纈・轍綱鰍なる姻るもので聯一IM・12SZ第二圃軸
徽能く雌象臓はしてゐる畝に照の鰍廠の韓が畷鮪きは，fmfite内瀕の鰍
代謝の旺盛なる結果矢張呼吸作用強きに因るものと考へらる。

　　　　　　　　　　　　　第　　一　　圃　　桑晶種ト呼吸熱トノ關係
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　而してs’iY；に興味ある事實は智桑は市2F、改良鼠返に比し叉未熱葉は熱葉に比し呼吸熱の上歩F

急激であり且短時間内に高極に遽する羅頂曲線を謁いてゐるLとで併も其現蟄は胤種的に著し

き蕩異を有するを親る。此差異は蓋葉の組織構造並に氣孔の開閉等の島種酌特性IC原因するも

のであらう。

V摘　　　　要

1．呼吸熟は桑晶毬により異なりτ1∫ユFは魯桑より低く改良鼠返は爾者の中聞を示す。

2，未熱葉は熟葉よb呼吸熟高く且上昇急激である。

3．日照強かりし桑葉は呼吸熱高し。

4．根刈桑葉は高刈に二比し高し0

5．桑葉の呼吸熟は種々の事情により異なれども外國の氣温より1，10C～7．0°C上昇す。

6．桑葉の呼吸熱の高きは呼吸作用の大に困るもので獲生機能の旺盛なること等は呼吸熟を商

　からしむる原因となる。

7，桑葉の呼吸熟は一旦上昇して高極に達すれば漸次下降すれども24時間後に至り再び上昇し

　始む。是は畿熟バクテリア1獲生に原因するものと思はる。　　　　（August　31，1932）

家蠶に於けるー新畸形蠶に就いて（豫報）

茅野功

（1）緒　　　雷

　著者は昭和七年春難期に於て、一一化性支那種の一品種（碧蓮）中より極めて斎異なる一種の

崎形慧を見繊した。而して奢者の知れる範圃に於ては未だ此の種の崎形獄に關する報膏に接し

ない。鼓にその特微を報告する訳第であるっ

　（2）騎形簸出現の朕態

　翠に系統維特の目的にて飼育せる爲に本崎形猛の出現を三齢に到りて漸く見liHした。從つて

その出現の割合も勿論不明であるが，総描立蛾数拾蛾よ抄百頭近くの崎形叢を得た。これに一

二齢申の死失せるものを加ふれば相當多撒の出現を見たものと思はれる。癩立せる拾蛾は三湿

に分かちて飼育せるものであるがb三匝共にこの崎形獄の出現を見たのであるから、少くなく

とも三蛾以lr．の蛾匿より萬だる慕は明かである。

　（3）購形翻の特徴

　A、幼　　　虫

　一見して紡錘形鷲とも稻すべく外形を有するものであつて、その胸部体節は正常慧に比すれ

ば嵜しくli爽小なるものである。而して本紡錘形慧の特徴は齢の魅むに從つて漸…次顯署となり、

鯨兇の飽食せる際に最もよくその特徴を碧はすものである。著岩が初めて兇出せしは三齢期で

あつたが，注意して親察すれば一二齢に於ても正常獄と識別し褐る事と信する。三齢初期に於

ても可也明かにその紡錘形を認め得たものであるが、五齢三口目に充分飽食せしめたものにつ

いてその形態を示せぼFig　1，の如くである。


